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は  し  が  き  
 

 

令 和 ６ 年 度 果 樹 農 業 に お け る 担 い 手 の 育 成 及 び 活 躍 表 彰 は 、 農 林 水

産 省 の 後 援 を得 て 、我 が国 の果 樹 農 業 の担 い 手 の育 成 ・ 確 保 の ための優

れ た 取 組 み 、 省 力 栽 培 技 術 の 導 入 や 市 場 開 拓 な ど 新 し い 取 組 み を し て い

る 生 産 者 、 法 人 等 を 表 彰 し 、 そ の 取 組 み を 広 く 紹 介 す る こ と に よ り 、 担 い 手

育 成 ・ 確 保 の 取 組 み へ の 波 及 を 促 し 、 我 が 国 果 樹 農 業 の 発 展 に 資 す る こ

とを目 的 として実 施 しており、今 回 が２ 回 目 の表 彰 実 施 になります。 

我 が 国 の 果 樹 産 業 の 状 況 を 見 ま す と 、 そ の 高 品 質 な 果 実 は 、 国 内 外 か

ら高 く評 価 されていますが、全 国 の果 樹 産 地 では、生 産 者 の減 少 や高 齢 化 、

後 継 者 不 足 等 により栽 培 面 積 や生 産 量 が減 少 傾 向 にあり、国 内 外 の果 実

需 要 に十 分 応 えられず縮 小 均 衡 に陥 り、その将 来 が危 ぶまれる状 況 が続 い

ています。 

こ の 流 れに 歯 止 めを か け 果 樹 農 業 振 興 指 針 で 求 めら れ て いる 生 産 基 盤

の強 化 に繋 げていくためには、担 い手 の確 保 とともに、革 新 的 な生 産 技 術 を

取 り込 んだり、新 しい需 要 を創 造 するなど発 想 を変 えた取 組 みが重 要 となっ

ています。 

特 に 、 最 近 は 既 存 の 生 産 者 や 他 分 野 か ら の 新 規 参 入 者 に よ る 省 力 技

術 等 採 用 を 通 じ た 規 模 拡 大 、 新 し い 需 要 の 創 出 、 ６ 次 産 業 化 、 輸 出 等 に

積 極 的 に挑 戦 する事 例 も見 られるようになっており、これらの取 組 みを支 援 し、

広 めていくことも重 要 です。 

今 回 、令 和 ６ 年 度 の本 表 彰 の受 賞 者 の取 組 み内 容 を報 告 書 に取 りま と

め、全 国 の生 産 者 の参 考 に資 することとしました。 

こ の 報 告 書 が 各 産 地 に お け る よ り 効 果 的 な 担 い 手 育 成 ・ 確 保 や 新 し い

産 地 の取 組 みにつな がり、ひいて は我 が国 果 樹 農 業 の発 展 に寄 与 すること

を期 待 します。 

最 後 に 審 査 を 担 当 い た だ い た 審 査 委 員 の 皆 様 、 本 表 彰 事 業 の 実 施 に

多 大 の 支 援 、 ご 協 力 を い た だ い た 農 林 水 産 省 を は じ め 関 係 団 体 に 心 か ら

感 謝 申 し上 げます。 

 

 
 

公 益 財 団 法 人  中 央 果 実 協 会  

理 事 長  村  上   秀  德  
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令和６年度果樹農業における
担い手の育成及び活躍表彰

受賞者の取組み概要

１ 担い手の育成・確保の部

①①農農林林水水産産省省農農産産局局長長賞賞

 ええひひめめ中中央央農農業業協協同同組組合合（（愛愛媛媛県県）） １１

②②中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞

 大大分分県県佐佐伯伯市市米米水水津津色色利利浦浦地地区区 ２２

 有有限限会会社社 藤藤川川果果樹樹園園（（香香川川県県観観音音寺寺市市）） ３３

 芦芦北北地地方方農農業業振振興興協協議議会会（（熊熊本本県県）） ４４

 ふふくくししまま未未来来農農業業協協同同組組合合（（福福島島県県）） ５５

 鹿鹿児児島島県県園園芸芸振振興興協協議議会会大大島島支支部部果果樹樹技技術術部部会会 ６６

 ひひろろささきき農農業業総総合合支支援援協協議議会会（（青青森森県県）） ７７

 農農事事組組合合法法人人 くくだだもものの畠畠（（山山形形県県高高畠畠町町）） ８８

 稲稲毛毛田田梨梨団団地地利利用用組組合合（（栃栃木木県県芳芳賀賀町町）） ９９

 公公益益財財団団法法人人 東東松松山山市市農農業業公公社社（（埼埼玉玉県県）） １１００

２ 活躍する担い手の部

①①農農林林水水産産省省農農産産局局長長賞賞

 （（株株））フフルルーーツツオオンンザザヒヒルル代代表表取取締締役役 齋齋藤藤 勝勝彦彦（（群群馬馬県県高高崎崎市市）） １１１１

②②中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞

 一一休休農農園園 島島田田 雄雄一一郎郎・・島島田田 幹幹子子（（秋秋田田県県秋秋田田市市）） １１２２

 （（株株））日日本本農農業業（（東東京京都都）） １１３３

 （（株株））ウウィィズズフファァーームム代代表表取取締締役役 森森下下 博博紀紀（（長長野野県県松松川川町町）） １１４４

 農農事事組組合合法法人人 世世羅羅幸幸水水農農園園（（広広島島県県世世羅羅町町）） １１５５

 矢矢口口 鉄鉄也也（（長長野野県県東東御御市市）） １１６６

主主催催 公公益益財財団団法法人人中中央央果果実実協協会会 後後援援 農農林林水水産産省省

第Ⅰ章



2

取取組組みみのの概概要要

•地域の担い手不足の中、外部から新規参入者を確保し優良園地を守る必要がある
ことから、平成２５年に耕作放棄直前の園地をＪＡが借受け研修圃場を整備し、平成
２７年に新規就農研修センターを創設。

•研修園の樹種は中晩柑類（紅まどんな、せとか等を含む）が主体でハウスも整備。

• ＪＡが空き園地、倉庫等の情報収集をし、栽培品目に適するかの現地確認を行い研
修修了者に斡旋し、最低６０ａ以上の園地を継承できるようマッチング。

•耕作放棄地は研修生が開墾・新植し独立就農時に継承できるようにするとともに、
研修期間中に成園の借入れ案件があった場合、研修センターが中間保有的に借受
け、研修修了時に継承。

• ＪＡと行政が就農サポートチームとして巡回して就農後の経営・技術指導を実施。収
穫物の販路確保、確定申告内容の確認等により支援するとともに、青壮年部中央ブ
ロックを設立し、新規就農者等の仲間同士で地域とのつながりを持つ場を提供。

•平成２６年から研修生受入れを開始。令和６年３月末時点の研修受入者総数１２１
名（うち、果樹７９名、柑橘・野菜複合９名）、就農者総数９０名（うち、果樹６２名、果
樹・野菜複合６名）で、就農定着は８割超。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（農農林林水水産産省省農農産産局局長長賞賞））

ええひひめめ中中央央農農業業協協同同組組合合 （（愛愛媛媛県県））

新規就農研修センター（園地） 新規就農研修（座学）

新規就農研修の状況（かんきつ）

１
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取取組組みみのの概概要要

•高齢化・後継者不足により増加した遊休農地解消のための再編整備を、企業等を
新たな担い手として推進。市・県等が連携して遊休農地等を集積し、農地中間管理
機構関連農地整備事業および農業水利施設保全合理化事業を活用し基盤整備等
を実施。

•大規模基盤整備等を伴う企業参入については、県、市、ＪＡの関係者からなる参入
支援ＰＴを設置し、複数の事業実施に係る情報共有と内容・スケジュール等を確認。
参入企業の相談窓口一元化により要望・質問に応え、事業内容の同意を得つつ園
地整備に係る事業を実施。

•香料製造企業が平成３０年に現地法人を設立。令和２・３年にレモン苗木を新植し、
計８.９ｈａのレモン園を経営。また、ＪＡがハウスみかん施設０.６ｈａを整備し、新規就
農者３組が令和２年から経営開始。レモン・ハウスみかんとも令和５年に初出荷を迎
え、地域の将来を担う新たな担い手として期待。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

大分県佐伯市米水津色利浦地区

２

佐伯市米水津色利浦地区整備の全体状況

レモン園の定植方法（列植間隔と園内道の確保）

←ファーマーズスクール（FS）
を核とした就農体制

定植４年目のレモン園（R6.6）
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取取組組みみのの概概要要

• 当有限会社は昭和４６年設立の果樹専業の生産法人で、山間部に位置し約１０ｈａ
の園地に約１０種類のかんきつ類の生産・販売、自社ブランドジュース・アイスの加
工なども手掛ける。

• 平成２１年から県内外の就農希望者を研修生として受け入れ、同社に「まるい未完
塾」を設けて、かんきつ栽培のノウハウ（農作業方法、会社経営、販売対策）を研修。

• 研修生は正社員として雇用し、研修期間２年を基本に、個々の状況に応じて４～５
年の長期研修も実施。

• 近隣の畑を集約・取得して２ｈａの研修園を整備。研修１～２年目に同研修園で全体
作業を、２～３年目以降は実際の園地で新植・改植（品種選択を含む）から生産管
理・収穫・出荷等の実践研修を実施。

• 近隣の空き園地情報を収集・斡旋して研修修了時に園地借受けの支援や、独立就
農後の果樹研究同志会への入会費用の補助、栽培管理作業の手伝い、収穫物の
買い取りによる収入保証等、経営安定に向けた伴走支援を実施。

• 平成２１年以降、研修生１３名を受入れ。うち５名が独立就農、３名が同社正社員に
従事。県内で独立就農した３名は園地を継承して経営を拡大。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

有有限限会会社社藤藤川川果果樹樹園園 （（香香川川県県観観音音寺寺市市））

（有）藤川果樹園 藤川氏による「まるい未完塾」研修農場での個別指導の状況

←（有）藤川果樹園
の研修生の様子

３



5

取取組組みみのの概概要要

•当協議会では、芦北地域での就農希望者誘致、技術習得、就農、営農定着までワ
ンストップで支援するため、平成３０年度に「新たな担い手確保対策プロジェクトチー
ム」を設置。

•就農希望者を対象とした産地見学バスツアー、お試し研修（１～２泊）等により積極
的に募集するとともに、新規就農者との意見交換や就農準備にかかる研修計画の
作成、住宅の確保等の支援により、新規参入希望者の就農への不安と認識ギャッ
プを緩和。

• ＪＡが離農や規模縮小する生産者から成園を引き継ぎ、新規就農者の継承用「リ
リーフ園地」として一時管理。園地やハウスの簡易な整備、修繕を行うとともに、リ
リーフ園地近隣の放任園もリリーフ園として活用。

• リリーフ園地は、研修生の実習園地として活用するとともに、新規就農時には地権
者との間を仲介しその園地を継承。

•令和５年度末までに、新規就農者（１６名）や研修生（１２名）のべ２８名を継続的に
支援するとともに、園地８２０ａをのべ１０名の新規就農者等に継承。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

芦北地方農業振興協議会 （（熊熊本本県県））

４

新規参入者誘致の状況（左；ほ場見学・収穫体験、中央；新規就農者との意見交換、右；生活環境の見学）

リリーフ園の園地の借入れから新規就農者への斡旋の流れ
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１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

ふふくくししまま未未来来農農業業協協同同組組合合 （（福福島島県県））

取取組組みみのの概概要要

• ＪＡふくしま未来管内は、福島県北地域及び相馬地域（山形県境の山岳地帯から太
平洋沿岸）の１２市町村にわたり、桃、夏秋キュウリ、あんぽ柿等全国有数の果樹・
野菜産地。

• 「ど真ん中に“食と農”、次代につなぐ地域づくり」をスローガンに農業振興計画を立
て、高齢化で農家がリタイアしても生産量を減らさないために新規就農者を受け入
れる「のれん分け方式事業」を令和４年度から開始。

•同事業では、営農相談から研修・就農までをステップアップ方式で支援し新規就農
者の速やかな技術力・経営力の向上を図るとともに、JA中心に関係機関との連携と
役割分担により、就農計画の作成、農地、機械・施設、住宅、資金の確保等に関す
る一元的な相談体制により、地域での円滑な就農を支援。

•研修は、受入れ先農家（師匠）の指導の下で営農技術を習得。ステップアップ方式に
より研修１年後に就農するケースも。希望する研修者には実際の園地を設けて栽培
技術の研修を行い、その園地を継承する場合も。

• ＪＡの「就農支援担当者」が研修者や就農者に地区内の耕作放棄地や遊休農地を
斡旋し、ＪＡ資金や中古農機等の情報提供・支援により、耕作放棄地等を再生。

•令和４・５年度の就農相談数は各年度100名を超え、研修参加者１５～１９名、就農
者数１３～１８名で、うち果樹での就農は令和４・５年度で各５名の実績。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

のれん分け方式による相談から研修・就農までの支援

５
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取取組組みみのの概概要要

•奄美大島は熱帯果樹類・柑橘類生産が主力で、果樹技術部会は同地域の果樹振
興の司令塔機能を担っている。果樹が主力の奄美市と瀬戸内町は各々新規就農研
修施設を運営し、毎年新規就農希望者の研修を受け入れ。

•新規就農研修は昭和４７年から始まり、熱帯果樹類・柑橘類に特化した研修内容で
運用されており、多くの修了生を輩出。

•令和３年の世界自然遺産登録により、島外からの移住参入者の新規就農希望が多
いが、Ｕターン就農による帰島定住者への支援や、中高年・兼業層への「たんかん
塾」等による技術指導により、多様な担い手を確保。

•各研修施設が市町・農業委員会と連携し、研修時から継承園地の選定・紹介、作付
け方針の助言等により園地を斡旋。パッションフルーツ用ハウスについては、研修
修了者が協同でハウス取得の助成が受けられるまでの間、研修施設のハウス等を
貸与。小型農機の貸出等により研修修了就農者を支援。

• １０年間の研修修了者４０名、果樹の新規就農者５４名を確保。約８割が島外からの
移住者を含む新規参入者で、経営収支等の点検、栽培技術の指導、収穫した果実
の販路確保等の支援を実施。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

鹿鹿児児島島県県園園芸芸振振興興協協議議会会大大島島支支部部果果樹樹技技術術部部会会

研修用ハウスでの技術指導（瀬戸内町）

斡旋候補園地の検討状況（奄美市）

←研修修了生
へのフォロー
ア ッ プ 活 動
（奄美市）

← ふ る さ と Ｕ
ターン就農支
援資金を含む
研修制度の
紹介（瀬戸内
町）

６
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取取組組みみのの概概要要

•当協議会では、非農家出身者などの多様な人材が就農しやすい環境を構築し、就
農後に地域に定着することを目的として、令和２年度から「ひろさき農業里親研修事
業」を開始。

•同事業は、トライアル研修（１～５日間）と里親実践研修（１～３年間）から構成され、
新規就農希望者がトライアル研修により複数の生産者の下で農業体験し、本人の
希望や里親との相性等を見つつ、研修先をマッチング。

•里親農家は、技術、経営管理の指導、空き園地や農業機械の情報提供・助言、地
域農業者との交流機会の提供など、独立自営就農のために様々な支援。

•園地の詳細な状況（継承希望時期、品種構成、樹齢、水源・傾斜の状況、接道の幅
員等）を登録・閲覧できる「園地継承円滑化システム」の運用を令和４年から開始し、
研修制度と連携した運用も実施。

•令和５年度までに、トライアル研修を４２名、里親実践研修を９名がそれぞれ受講し、
２名（りんご１名、醸造用ぶどう１名）が独立自営就農

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

ひろさき農業総合支援協議会 （（青青森森県県））

７

第三者継承を前提
とした研修の状況

研修の実施状況（左；トライアル研修、右；里親実践研修
現地顔合わせ会（協議会会員、里親
農家、研修生）
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取取組組みみのの概概要要

•当農事組合法人は果樹生産者４名で２０１５年に設立。「自分たちが持つ経験と知識
を以て就農希望者の人材育成のために力を合わせていく」との考え方を基に活動。

•法人メンバーが多様な果樹（さくらんぼ、もも、ぶどう、西洋なし、りんご等）を栽培し
ており、研修園地は約７３０ａで、うち法人直営研修園１５０ａ（もも、西洋なし、ぶどう）
があり、研修生の希望に応じて果樹を選べる研修体制。

•法人が都内での就農相談会等で希望者を募集する他、町役場と連携して農業系地
域おこし協力隊員や、地域内の親元就農希望者を研修生として受け入れ。

•直営研修園では、研修生が一定面積を管理する実践研修で、メンバー経営園地で
の管理作業との比較により、自ら課題や解決策を考える指導を実施。収穫果実の集
出荷場への搬入や、直接販売品のパッケージ等も研修の一環として実施。

• ２年間の長期研修生７名のうち５名が就農（独立就農２名、親元就農３名）、２名が
研修中。農業大学校や法人協会の農業インターン生等の短期研修も実施。

•研修修了後の園地斡旋は、研修園地の譲渡５０ａの他、空き園地情報を収集し研修
生に紹介し法人メンバーの仲介により園地の貸し手の信頼を確保。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

農農事事組組合合法法人人くくだだもものの畠畠 （（山山形形県県高高畠畠町町））

直営研修園地（もも）

直営研修園地（ぶどう） 東北農林専門職大学生の実務実習指導

農業体験者への作業指導

８
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取取組組みみのの概概要要

•産地の維持、遊休農地解消のため、令和元年頃に農地中間管理機構関連農地整
備事業を使い、地元負担ゼロで土地改良する方向で検討。整備後の農地を若手生
産者に託せるよう、収益性の高いなし団地の整備を計画。

•大規模（入植地と合わせて２～３ｈａ程度）で営農をしており、かつ後継者に目途が
立っている生産者８名により、令和元年３月に稲毛田梨団地利用組合を立ち上げ。

•土地改良後に棚を設置し、なし団地を整備（計６.８ｈａ）。収益性の高い品種（にっこり
等）について省力樹形（新一文字樹形）を導入。令和７年度から収穫の見込み。

•なし団地の整備により、組合員の中から２名が親元就農。また、なし団地の整備に
より作業性の良い園地を後継者に残せたため、産地として今後中心核となる若手の
なし栽培の意欲も向上。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

稲稲毛毛田田梨梨団団地地利利用用組組合合 （（栃栃木木県県・・芳芳賀賀町町））

９

稲毛田梨団地の整備の全体像

稲毛田梨団地（新一文字樹形の園地）と新一文字樹形
の結果枝誘因
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取取組組みみのの概概要要

•当公社は、東松山市とＪＡ東松山（当時）により平成７年に設立され、平成２５年から
梨の担い手支援のため東松山市農業塾「梨コース」を開設。

•同塾では、新規参入希望者や梨生産者の後継者を対象に、１年間にわたって計２５
回の梨栽培技術の研修（ほ場での実践と座学）を実施。

•研修ほ場は、公社が梨生産者から借り受けたもので、講師は当初、地元の梨生産
者であったが、令和５年からは元普及指導員の公社職員が担当。

•公社は、経営中止生産者の梨園を卒塾生に斡旋し、農地中間管理事業に係る利用
条件の調整等の業務を担い、梨園の経営継承を推進。

•就農後には公社所有の農機を貸し出し経営支援。

•平成２５年度から令和５年度の１１年間に延べ３７人（複数年研修受講者あり）が受
講し１３人が就農（うち、１０名が農外からの新規参入で、独立就農が３名、１法人）。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

１１．．担担いい手手のの育育成成・・確確保保のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

公公益益財財団団法法人人 東東松松山山市市農農業業公公社社 （（埼埼玉玉県県東東松松山山市市））

１０

農業塾「梨コース」開講式 梨のせん定の講習

座学（農薬の基礎）の状況梨の接ぎ木講習
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取取組組みみのの概概要要

• 齋藤氏は、平成２４年に新規就農し同社を設立。おもちゃ屋経営の経験を活かし遊
休農地を整備し、観光農園として開園。

• ２.７ｈａの園地で、家族経営を基盤に年間を通じた常時雇用１５名により、５月～９月
の間収穫体験できるブルーベリーをはじめ、ぶどう､いちご、いちじくなどを栽培し、
収穫体験や農園直売を中心とした観光農園を展開。

• ブルーベリーの無農薬栽培、ぶどうの無化学肥料栽培や、竹チップ等を活用した土
壌改良等環境に配慮した栽培方法によりSDGｓ経営を実践。

• 自社農園産果実（規格外品を含む）を使ったアイスバー、フレッシュジュース、パフェ
等を農園内カフェで提供。また、高崎特産のうめの加工品を販売。

• 県内の中学・高校生の職場体験の受入れや、地元高校と協力し高校生のアイデア
を取り入れた商品開発・販売を実施。

• 県内の６次産業化観光農園のモデル的存在として情報を発信し県内外のトップリー
ダーと交流。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

２２．．活活躍躍すするる担担いい手手のの部部（（農農林林水水産産省省農農産産局局長長賞賞））

株株式式会会社社フフルルーーツツオオンンザザヒヒルル代代表表取取締締役役 齋齋藤藤 勝勝彦彦 氏氏
（（群群馬馬県県高高崎崎市市))  

農園内のカフェとアイスバー（常時１２～１４種）の販売の状況

整備後のブルーベリー狩り観光園

整備前の
遊休農地
と整備の
状況

１１
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取取組組みみのの概概要要

•島田雄一郎氏はフードマネジメント関係の仕事に長く従事した後、平成２９年に幹子
氏の郷里の秋田市に移住。それを契機に、雄一郎氏が県農業公社等の各種研修を
受講し、平成３１年に秋田市河辺で新規就農。夫婦で一休農園を開園。

•就農研修中に、遊休園地を借り受け、県農業公社の協力を得て補助事業を活用し
て、りんごのわい化栽培への改植（約６０ａ）を実施。

•就農後にりんご園地約１.５ｈａを新たに借受け、経営面積２.６ｈａに拡大（うち結果樹
面積約２ｈａ）。有機質肥料や天敵活用等によるＳＤＧｓ経営を実践。

•収穫物は前職の経験を活かし、市内大手スーパーの主要店舗や近隣の道の駅へ
の直接売り込みや、空き商店での直売所の開設、各種イベントへの出店、オンライ
ン販売など多様な販路を確保。自園地のりんごを原料としたアップルソルベ、ドライ
アップル、りんごジュース（パック、瓶）を委託製造により商品化し販売。

•河辺果樹振興会の事務局として各種事業を運営し地域内の情報交換や交流を図る
ほか、来春に新規就農する研修生にりんごの新植方法等を指導。

•各種ＳＮＳを通じて果樹の生育状況や管理作業の様子を紹介し、援農ボランティアも
多く受け入れ、果樹栽培や地域の認知度の向上に貢献。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

２２．．活活躍躍すするる担担いい手手のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

一休農園 島田 雄一郎・島田 幹子 氏 （（秋秋田田県県秋秋田田市市））

←りんごの加工品

左上：ドライアップル

中央上：アップルソル
ベ、

右上/下：りんごジュー
ス※）

※右下は河辺果樹振興
会

空き商店活用の直売所（だるま直売所）

１２

パンフレット（表面）
わい化栽培の状況（平成３１年度果樹経営支援対策事業）で改植
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取取組組みみのの概概要要

•当会社は、２０１６年に設立され、「日本の農業で、世界を驚かす」を使命に、農業生
産から販売・輸出までの垂直統合型バリューチェーンを構築して経営。

• りんごでは、青森県で他社との合弁会社を２０２０年に設立して、高密植栽培の導入
によりりんご園５５ｈａにまで拡大。高所作業車、スピードスプレーヤー等による省力
栽培で安定した品質のりんごを生産し高収益を目指す。

•キウイフルーツでは、ストリンギング栽培を導入。香川県で２０２２年に開園し７.６ｈａ
にまで拡大。２０２４年には群馬県で１０.７ｈａの園地を開園。冬場のせん定作業の簡
略化や葉の立体配置による光合成促進により収穫量向上と品質安定を目指す。

•ぶどうでは、根域制限栽培を導入し、栃木県で４.６ｈａの園地を開園。かん水や施肥
の効率化、小型化樹形による作業負担軽減を目指す。

•なし・ももでは、Ｖ字仕立て栽培を採用し、茨城県で０.５ｈａの園地で生産を開始。令
和7年に５ｈａの園地拡大を目指す。

•果実の輸出は、２０１７年から青森県産りんごをアジア中心に輸出。キウイフルーツ
やぶどうについても輸出に取り組む。

• りんごの高密植栽培等の講演・セミナーや、ＹｏｕTｕｂｅ、ＳＮＳ等での自園地での果
樹栽培の発信等により、地域活動に貢献。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

２２．．活活躍躍すするる担担いい手手のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

株式会社日本農業 （東京都）

栃木の根域制限栽培を採用したぶどう園地

青森の高密植栽培を採用したりんご園地

１３

←群馬のキウイ

フルーツ園地
の全景

←なしのV字仕立て

←もものV字仕立て
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取取組組みみのの概概要要

•同社は、農福連携で障がい者や触法者、高齢者と協働し、環境にやさしい農業の実
践や、貧困対策や飢餓対策などＳＤＧｓの１０項目の目標を達成すべく経営。

•果樹経営面積は、りんご７９ａ、ぶどう６５ａ、もも１０ａで、りんごについては低樹高仕
立てとなるようせん定を行い、障がい者や高齢者でも栽培しやすい環境を実現。

• ノウフクＪＡＳの認証を取得するとともに、自ら販路を開拓し、星野リゾートや大手仲
卸業者、スーパー、カフェなどに生果やりんごジュースを直接販売。ふるさと納税返
礼品等にも取組み、販路の多様化により収益安定を実現。

•地域にも溶け込み、近隣農家から将来うちのりんご畑も頼むと言われるなど、障が
い者が農業の担い手となることが期待されている。

•研修等での講師や視察の受入れ等により、農福連携で果樹栽培が可能なことを訴
え、ホームページやＳＮＳでも情報発信。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

２２．．活活躍躍すするる担担いい手手のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

株式会社ウィズファーム代表取締役森下博紀氏氏
（（長長野野県県松松川川町町））

同社の経営りんご園の状況

同社のぶどう園の状況

同社のホームページによる農福連携の発信

１４
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取取組組みみのの概概要要

•当法人は、なし中心とした大規模果樹経営を目指し、昭和３８年４月に完全協業の
農事組合法人として設立。現在は２代目、３代目の組合員１５戸が経営の中心。

•早期成園化や管理作業の軽労化、生産性のある園地を次世代に継承することを目
的に、なしのほ場６ｈａを再整備し、ＪＶトレリス仕立てを導入。

•かん水施設が老朽化し防除が困難になったほ場にドローンによる防除体制を構築。

•周辺環境に配慮して導入した防蛾灯光源を低消費電力のＬＥＤへと計画的に更新し
ＳＤＧｓにも取り組みつつ安定生産を実現。

•市場への系統出荷に加え、ほ場に隣接した直売施設「ビルネ・ラーデン」で、青果だ
けでなく、ジャムなどの加工品の販売。農協や地域の生産者と連携したベトナムや
香港等になしを輸出。

•先進地への視察研修や講習会の実施や、県内外からの視察の受入れ、生協と連携
した交流促進や産直事業の発展などに積極的に取り組む。

•世羅高原６次ネットワークの活動を通じた地域の農業者へ６次産業化の啓発、観光
促進と地域の活性化、県内学生等への援農・イベント参加の機会提供等に寄与。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

２２．．活活躍躍すするる担担いい手手のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

農事組合法人世羅幸水農園 （（広広島島県県世世羅羅町町））

直売施設「ビルネ・ラーデン」

傾斜がきつく管理作業に不利な条件を改良す
るため、再整備を実施したほ圃の様子

１５

なしのＪＶトレリス園の栽培状況

地元小学校の農業体験の様子
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取取組組みみのの概概要要

•矢口氏は農外からの新規参入で２年間の研修を経て、令和２年に新規就農し、就農
５年目のぶどう専作経営の生産者。

•ぶどう園は研修先及び周辺生産者から利用権の移譲を受け、経営面積は１.５ｈａで、
巨峰を中心に収益性の高いナガノパープル、シャインマスカット、クインルージュ等
への切り替えを進める。

•夫婦２人による栽培であり規模の割には労力が不足するため、作業の段取りを重点
的に考え適期適作業を徹底。生産した果実の販売先や販売方法に応じた品質とな
るよう栽培管理し、労力に見合った収益が得られるように経営を展開。

•必要最低限の農薬使用、除草剤の不使用、有機質肥料のみの施用により、健全な
土壌で香り高く味わい深いぶどう生産し、環境に配慮した持続可能な農業とｊを実現。

•ぶどう加工品の開発・販売に加え、地域のリンゴ等を使ったドレッシング等を製品化。

•果実については、ＪＡ出荷、インターネットによる直接販売、ふるさと納税返礼品等で
の販売により、加工品については、「祢津商店」の商標で消費者への販売、飲食店
等実需者との直接取引により販路を多様化し収益の安定化を図る。

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成及及びび活活躍躍表表彰彰応応募募者者のの概概要要

２２．．活活躍躍すするる担担いい手手のの部部（（中中央央果果実実協協会会理理事事長長賞賞））

矢矢口口 鉄鉄也也 氏氏 （（長長野野県県東東御御市市））

製品化した加工品（上；完熟果実ドレッシング、下；
完熟果実ジャム（ぶどう）、早摘みぶどうシロップ、
巨峰マスタード）

矢口氏の園地（作業状況）

１６

消費者への直接販売のぶどう
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第Ⅲ章 令和６年果樹農業における担い手の育成及び活躍表彰 審査の概要と審査会講評 

 

１. 審査会の設置と開催等 

（１） 審査会の設置 

令和６年７月１０日に（公財）中央果実協会理事長が、令和６年度果樹農業における担い手

の育成及び活躍表彰実施要領第７に従って審査会委員の委嘱を行い、審査会を設置。 

 

令和６年度果樹農業における担い手の育成及び活躍表彰審査会委員名簿 

氏 名 所 属 備 考 

小松 宏光 高島農園 

（農林水産技術会議委員、前長野県果樹試験場場長） 

委員長 

村上 ゆり子 前東京都農林総合研究センター所長  

伊東 明子 (国研)農業・食品産業技術総合研究機構果樹茶業研究部門 

研究推進部長 

 

宮井 浩志 国立大学法人 山口大学経済学部経営学科 教授  

今井 良伸 公益財団法人 中央果実協会 常務理事  

 

（２） 審査会の開催 

第１回審査会（オンライン会議） 

 開催日時： 令和６年１１月８日 １３：３０～１４：３０ 

 議 題： 審査会の了解事項について 

  応募者の概要と応募申請書類について 

 

第２回審査会（オンライン会議） 

 開催日時： 令和６年１２月４日 １５：００～１６：００ 

 議 題： 審査会委員による書面審査の集計結果 

  表彰の審査結果について 

  表彰の種類ごとの出品財の選定について 

 

２. 審査結果と講評 

（１） 審査結果 

【審査の実施】 

 審査の実施方法は、事務局による予備審査を経て、審査会による本審査の応募組織

または者を決定し、各委員による書面審査を行った。さらに、各委員の審査結果を

集計し、審査会が集計結果に基づいて、表彰者を決定した。 

 審査に当たっては、「令和６年度果樹農業における担い手の育成及び活躍表彰審査

会運営要領」の「審査基準」及び「審査にあたって考慮すべき視点」に基づき行っ

た。 
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 担い手の育成・確保の部については、Ａ類型：組織によるトレーニングファームの

運営、Ｂ類型：生産者園地を活用した研修、Ｃ類型：園地の集約・整備を契機とし

た取組み及びＤ類型：移住促進・災害復興の政策組合せの４類型ごとに基準及び考

慮事項が示されており、本表彰が果樹産地の担い手育成の取組みを促進することを

目的としている点に照らすと、応募組織について類型間で単純に優劣を比較するこ

とは、表彰の趣旨に合わないことから、それぞれの特徴を考慮して総合的に審査し

た。 

 さらに、審査に当たって、①担い手育成の研修の取組みに関しては、開始から取組

み期間の短い組織であっても、組織として積極的に取り組んでいる状況についても

汲み取ることとした。また、②園地の集約・整備を契機とした後継者・担い手育成

の取組みについては、整備園地における省力的栽培が親元就農を含む若手生産者の

取組みの活性化に寄与している点を考慮した。 

 一方、活躍する担い手の部については、省力樹形、スマート農業技術の導入、省エ

ネ・省資源等ＳＤＧｓ経営、６次産業化や販路の多様化などの取組状況とその取組

みの積極的な発信による地域への波及や果樹農業の魅力発信の程度を総合的に審査

した。 

 また、本表彰が果樹農業への新規参入等を奨励することを目的としている点を考慮

し、特に果樹経営の可能性に挑戦している点も汲み取って審査した。 

【審査結果】 

 審査結果は、担い手の育成・確保の部について農林水産省農産局長賞を１点、中央

果実協会理事長賞を９点選定し、また、活躍する担い手の部について農林水産省農

産局長賞を１点、中央果実協会理事長賞を５点選定した。それぞれの賞の組織名及

び氏名は別紙のとおりである。 

 審査会として、各賞に選出された組織又は個人の取組みはいずれも優秀であり、全

国の後継者・担い手育成の取組みを促進し、果樹農業の魅力の発信につながるもの

であること、その中で当表彰における被表彰者の代表としてふさわしい実績をあげ

ているものが農林水産省農産局長賞に選出されたことを報告する。 

 

（２） 審査講評 

【担い手の育成・確保の部】 

 今回の応募については、４類型のうち、Ａ類型：組織によるトレーニングファーム

の運営、又はＢ類型：生産者園地を活用した研修の取組みに加えて、Ｃ類型：園地

の集約・整備を契機とした後継者・担い手育成の取組みを主たるものとしている組

織から応募があった。 

 ただし、それぞれの取組みの詳細をみると、研修の実施園地の集約・整備や移住促

進・災害復興の要素が含まれていた。 

 また、応募組織の状況をみると、ＪＡ、地域の協議会（果樹産地協議会を含む）、農

事組合法人・会社等農業生産法人、農業公社、園地整備・利用に係る組合等と、そ

の形態や規模に多様性が見られた。 
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 さらに、各組織の取組みの年数や実績をみると、長年の実績があり多数の新規就農

者を育成しているところ、新たに取組みを始めて新たな仕組みの下で、今後の進展

が期待できるところ、プロジェクト方式で実施され地域のモデルとして波及が期待

できるところなど、どういった視点を重視するかによって評価が分かれるものであ

った。 

 以上のとおり、異なる取組み類型、組織の状況や年数・実績等を踏まえつつ、各応

募組織の取組みを比較審査するという難しいものであったことから、各委員におけ

る審査結果を点数化して、その合計点数の結果に基づいて、審査会において総合的

な判断を行った。 

 農林水産省農産局長賞に選出された「えひめ中央農業協同組合」の取組みは、Ａ類

型に分類され、新規就農研修センターにおいて中晩柑類主体の長期研修を実施する

とともに、ＪＡが空き園地・倉庫等の情報収集・現地確認により研修修了時にマッ

チングし、優良空き園地の場合には中間保有も実施している点が総合的に評価され

たものと考える。 

 中央果実協会理事長賞に選出された取組みもいずれも特色あるものであり、 

 「大分県佐伯市米水津色利浦地区」の取組みは、Ｃ類型に分類され、企業等を担い

手として、市・県等が連携して耕作放棄地を再編整備しており、参入支援ＰＴを設

置し、複数の事業実施に係る情報共有とスケジュール等の調整、参入企業の窓口一

元化により事業を実施し、８.９ｈａのレモン園に企業が、０.６ｈａのハウスみか

ん施設に３組の新規就農者が参入している。 

 「有限会社 藤川果樹園」の取組みは、Ａ類型に分類され、まるい未完塾を設立し

てかんきつ栽培の農作業と経営を研修するとともに、近隣園地を研修農場として

整備して、改植・新植から管理・収穫・出荷等の実践研修を実施し、さらに独立就

農者には経営安定の伴走支援を実施している。 

 「芦北地方農業振興協議会」の取組みは、Ａ類型に分類され、新たな担い手確保対

策プロジェクトチームを設置し、産地見学バスツアーや新規就農者との意見交換、

住宅の確保等により、就農への不安と認識ギャップを緩和しつつ、ＪＡが離農生産

者等から成園を引き継ぎリリーフ園地として一時管理し、新規就農研修に活用し、

独立就農時に継承している。 

 「ふくしま未来農業協同組合」の取組みは、Ｂ類型に分類され、のれん分け方式事

業により営農相談から研修・就農までをステップアップ式で支援しつつ、一元的な

相談体制により地域での円滑な就農を支援している。 

 「鹿児島県園芸振興協議会大島支部果樹技術部会」の取組みは、Ａ類型に分類（Ｄ

類型の要素も含む）され、果樹技術部会の下、市町が熱帯果樹類・柑橘類に特化し

た研修を実施するとともに、島外からの移住者、Ｕターン就農者への長期研修や中

高年・兼業層向けのたんかん塾など多様な担い手を確保している。 

 「ひろさき農業総合支援協議会」の取組みは、Ｂ類型に分類され、農業里親研修事

業により、新規就農希望者が複数の生産者の下で農業体験し研修先をマッチング

した上で、里親農家が技術指導と空き園地や農業機械を情報提供するとともに、園
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地情報（継承希望時期、品種・樹齢、水源・傾斜等）を登録・閲覧するシステムを

開始し、研修制度と連携した運用も実施している。 

 「農事組合法人 くだもの畠」の取組みは、Ａ類型に分類（Ｂ類型の要素も含む）

され、法人直営の研修園と組合員園地での研修により多様な樹種の希望に対応し、

直営園での研修は栽培管理から販売まで実践し果樹経営と課題を体験しつつ、研

修園地の譲渡を含む園地紹介により独立就農を支援している。 

 「稲毛田梨団地利用組合」の取組みは、Ｃ類型に分類され、産地の維持、遊休農地解

消のため、土地改良によりなし団地（６.８ｈａ）を整備するとともに、なし生産

者の団地利用組合において省力樹形を導入して新植したことにより、作業性の良

い園地整備により親元就農の出現など若手生産者の栽培意欲が向上している。 

 「公益財団法人 東松山市農業公社」の取組みは、Ａ類型に分類され、農業塾（梨

コース）を開設し、新規参入希望者や後継者に１年間研修しており、公社が梨生産

者から借り受けた研修ほ場で公社職員（元普及指導員）が講師を担当するととも

に、経営中止生産者の梨園を卒塾生に斡旋している。 

なお、これらの取組みについては、いろいろな場面において積極的に紹介し、全国の後

継者・担い手育成の取組みの促進に活用すべきである。 

【活躍する担い手の部】 

 今回の応募者は６者の個人又は法人であり、個人については農業外からの新規参入

により独立就農して果樹農業経営を行っている者であり、法人については農外から

の新規参入した株式会社、果樹生産者による農事組合法人等であった。 

 また、農福連携の取組み、観光農園、６次産業化、輸出等の取組みを積極的に行っ

ていた。 

 農林水産省農産局長賞に選出された「株式会社フルーツオンザヒル 代表取締役 齋

藤 勝彦氏」の取組みは、農外から新規就農し遊休農地を整備し観光果樹園を開園

し、ブルーベリー、ぶどう等の収穫体験や農園直売を展開するとともに、環境にや

さしい栽培法の導入、自社農園産果実の加工販売、中高生の職場体験の受入れ等を

展開している点が総合的に評価されたものと考える。 

 中央果実協会理事長賞に選出された５者の取組みもいずれも特徴のある取組みであ

り、それぞれ果樹農業の可能性に挑戦し、今後就農を目指す者、他産業からの参入

を考える者等にとって、先行事例を提供し、共感、感動を感じさせる取組みを行っ

ている。 

 「一休農園 島田 雄一郎 氏・島田 幹子 氏」の取組みは、夫婦での移住を契機に

果樹での就農を志し、各種研修を受け新規就農し農園を開園したものであり、研修

中に遊休園地を借り、県農業公社の協力を得てりんごのわい化栽培の改植を実施

し、その後、経営面積２.６ｈａに拡大しつつ、市内大手スーパー等への売り込み、

直売所の開設、オンライン販売など多様な販路を確保するとともに、自園地のりん

ごを原料とした加工品を商品化している。 
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 「株式会社日本農業」の取組みは、２０１６年設立の法人において農業生産から販

売・輸出までの垂直統合型バリューチェーン経営を行い、りんご、キウイフルーツ、

ぶどう等の自社園地を開園し省力的栽培に取り組むとともに、アジア中心にりん

ご等の輸出を行い、自園地産の果実輸出にも取り組んでいる。 

 「株式会社ウィズファーム 代表取締役 森下 博紀 氏」の取組みは、農福連携によ

る果樹経営によりＳＤＧｓの目標を掲げて経営しているものであり、りんごの低

樹高栽培等により障がい者や高齢者も栽培に従事するとともに、ノウフクＪＡＳ

を取得し、青果、加工品の多様な直接販路を開拓している。 

 「農事組合法人 世羅幸水農園」の取組みは、昭和３８年設立の農事組合法人で２

代目、３代目組合員が経営の中心となっており、早期成園化、軽労化・生産性向上

のため、なしのほ場６ｈａを再整備し、ＪＶトレリス仕立て栽培の導入、かん水施

設老朽化ほ場へのドローン防除体制の構築を進めつつ、防蛾灯光源を低消費電力

のＬＥＤに更新するとともに、直売施設で青果、加工品の販売、農協等と連携した

なしの輸出を行っている。 

 「矢口 鉄也 氏」の取組みは、農外からの新規参入で就農５年目のぶどう専作経営

の生産者であり、夫婦で１.５ｈａの大粒ぶどう園を経営し、果実の販売先等に応

じた品質となるよう栽培管理し適期適作業を徹底するとともに、ぶどう加工品の

開発・販売や、系統出荷・直接販売等、販路多様化に取り組んでいる。 
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別紙 

 

令和６年度果樹農業における担い手の育成及び活躍表彰 受賞者   

1.担い手の育成・確保の部 

○ 農林水産省農産局長賞   

えひめ中央
ちゅうおう

農業
のうぎょう

協同
きょうどう

組合
くみあい

 

○ 中央果実協会理事長賞 

大分県
おおいたけん

佐伯市
さ い き し

米水津
よ の う ず

色
いろ

利
り

浦
うら

地区
ち く

 

有限
ゆうげん

会社
がいしゃ

 藤川
ふじかわ

果樹
か じ ゅ

園
えん

 

芦北
あしきた

地方
ち ほ う

農業
のうぎょう

振興協
しんこうきょう

議会
ぎ か い

 

ふくしま未来
み ら い

農業
のうぎょう

協同
きょうどう

組合
くみあい

 

鹿児島県
か ご し ま け ん

園芸
えんげい

振興協
しんこうきょう

議会
ぎ か い

大島
おおしま

支部
し ぶ

果樹
か じ ゅ

技術
ぎじゅつ

部会
ぶ か い

 

ひろさき農業
のうぎょう

総合
そうごう

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

農事
の う じ

組合
くみあい

法人
ほうじん

 くだもの畠
ばたけ

 

稲毛田
い な げ だ

梨
なし

団地
だ ん ち

利用
り よ う

組合
くみあい

 

公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

 東松山市
ひがしまつやまし

農業
のうぎょう

公社
こうしゃ

 
 

２.活躍する担い手の部 

○ 農林水産省農産局長賞   

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

フルーツオンザヒル 代表
だいひょう

取締役
とりしまりやく

 齋藤
さいとう

 勝彦
かつひこ

 氏 

○ 中央果実協会理事長賞 

一休
いっきゅう

農園
のうえん

 島田
し ま だ

 雄
ゆう

一郎
いちろう

 氏・島田
し ま だ

 幹子
み き こ

 氏 

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

日本
に ほ ん

農業
のうぎょう

 

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

ウィズファーム 代表
だいひょう

取締役
とりしまりやく

 森下
もりした

 博紀
ひ ろ き

 氏 

農事
の う じ

組合
くみあい

法人
ほうじん

 世羅
せ ら

幸
こう

水
すい

農園
のうえん

 

矢口
や ぐ ち

 鉄也
て つ や

 氏 
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別添参考 

 

「令和６年度果樹農業における担い手の育成及び活躍表彰審査会運営要領」の「審査基

準」及び「審査にあたって考慮すべき視点」においては、組織の取組みの特徴によって類

型化しており、その考え方は以下のとおり。 

この類型化の趣旨は、本表彰において、単に新規就農研修者数、独立就農者数、園地継

承面積等の数値の大小のみで評価し審査するのではなく、地域の置かれている状況の中で

果樹農業の担い手の育成・確保の取組みが地域の活性化や発展に寄与している点を十分に

汲み取って審査を行い、表彰により果樹産地の担い手育成の取組みを促進する目的を果た

せるようにするものである。 

なお、各応募の取組みの類型化は、「令和６年度果樹農業における担い手の育成及び活躍

表彰審査会実施要領」に基づく別紙様式１－１に従って、応募者自らが行っている。 

 

Ａ類型：組織によるトレーニングファーム運営型（組織が遊休園地等を活用してトレーニ

ングファームを設置して新規就農研修を実施。トレーニングファームが生産中止生

産者等の園地を借入れ、維持管理機能を担う。組織によって、研修修了後に一部の

研修園地の利用権を切り替えて独立就農を支援。） 

Ｂ類型：生産者園地での研修型（産地、自治体等が新規就農者育成の仕組みを構築し、生

産者の園地における指導により研修を実施。県の農業者大学校等と連携して座学や

資格取得の研修も組み込む。研修指導する生産者が中心となって新規就農者への園

地等の継承や地域への溶け込みを支援。） 

Ｃ類型：園地の集約・整備主導型（遊休園地の集約・整備、干拓地・水田での果樹園造成

等を行い、入植者、新規就農者、他作物栽培生産者等を募って造成園地での果樹経

営を振興。新たな果樹産地の形成につながる例もあり。） 

Ｄ類型：移住促進・災害復興と果樹振興の政策組合せ型（自治体とＪＡ等が連携して、移

住促進策や災害復興の実施に際して果樹振興策を組み合わせて推進し、果樹振興を

当該地域の維持・発展の核として実施。新規就農者の育成と連動させるため、ＪＡ、

市町村、県普及組織が一体となって対象となる地域に集中的に担い手対策を実施。） 
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後援 農林水産省

賞 農林水産省農産局長賞
中央果実協会理事長賞

詳詳ししくくはは中中央央果果実実協協会会ホホーームムペペーージジににアアククセセスス

https://www.japanfruit.jp/

令令和和６６年年度度果果樹樹農農業業ににおおけけるる担担いい手手のの育育成成
及及びび活活躍躍表表彰彰

令和６年６月1日～９月３０日 応募期間
果樹生産現場において、担い手の育成・確保に取り組んでいる組織や、果
樹経営において積極的に挑戦している生産者等を表彰します

〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-2-1
日土地内幸町ビル内

主催 公益財団法人中央果実協会

03-6910-2922
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•果樹農業の担い手の育成及び活躍の表彰を行う趣旨を
教えて下さい。

果樹農業の担い手の育成・確保のためには、新規参集者への経営・技

術の研修や、樹体とセットでの園地継承、遊休園地の整備（改植/新植

等）・継承等が重要です。

また、省力技術等による規模拡大やＳＤＧｓ、６次産業化、輸出等に積

極的に挑戦する生産者等が活躍し、産地の活性化につながっている

事例が見られます。

そこで、果樹生産現場において、担担いい手手のの育育成成・・確確保保をを効効果果的的にに行行っっ

てていいるる組組織織及び、果果樹樹経経営営ににおおいいてて積積極極的的にに挑挑戦戦ししてていいるる生生産産者者等等

をを表表彰彰することとしました。

さらに、それらを広く紹介して、各産地における、より効果的な担い手

育成・確保の取組みの促進や、果樹農業の魅力を発信します。

•どんな人が応募できますか。

果樹の新規参入者や後継者の育成を行っている組織（市町村、団体、

法人、協議会、集団等）の関係者です（担い手育成の部）。

省力技術等による規模拡大やＳＤＧｓ、６次産業化、輸出等に積極的に

挑戦する生産者等（個人又はグループ）です（活躍する担い手の部）。

•応募するにはどうしたらよいですか。

応募様式（組織、生産者等）に必要事項を記載してください。

応募様式に記載する際には、審査会運営要領の審査基準や審査に当

たって考慮すべき視点が参考になります。

自薦でも他薦でも応募できます。

他薦については、組織又は生産者の所在する市町村担い手担当部署、

所轄の普及指導センター、農業公社営農相談部署、又は果樹産地協

議会等により行うことがでます。
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